
 

 

 

 

 

 

 

 

★ 会長の時間 水野賢一会長 

先週の第１例会で紹介させて頂きました、詩人の「里みちこさん」に先週の例会で紹 

介した事を報告しましたところ、大変喜んでくれました、何回かメールでやり取りをし 

ておりましたら、１３日は東京、１４日は横浜で講演が有るので、私との出会いを、詩 

葉書「水の主張」にかけて話していいですか？と連絡がありましたので、構いません気 

兼ね無く話してくださいとメールで返事をしました。 

 

話しは変わりますけど、最近のテレビニュースは芸能人、議員の不倫問題か、北朝鮮の核ミサイルのニュー

スばかりですね。不倫問題は当事者に任せておけば良いどうでも良いような問題ですが、北朝鮮の問題は当事

者にだけ任せてはおけない大問題だと思いますが、私達がいくら心配し騒いでもどうにもならないとも思いま

すけど、これからどうなって行くのか注意して見て無くてはならないと思います。 

８月２９日の朝Ｊアラートはびっくりしましたね、「ミサイルが発射されたので、丈夫な建物又は地下に避難

してください」と言われても何処が丈夫なのか、地下は無いしとまどいました、とりあえず家内を置いては行

けないと思い隣の部屋に寝ている家内に声をかけたら、「俺らいい寝でる、あんだばり逃げろ」との返事、（が

っくりです、でも、もっともです、避難する場所がないですよね）「ほんだら布団でもかぶってろ」と言って仕

事の準備をしました。今度は９月９日の北朝鮮建国記念日にミサイルが発射されるかもと、騒がれておりまし

たけど、何事も無く過ぎましたが、まだまだ安心は出来ないので、我が家では避難場所を近所の地下道にしよ

うと決めています。皆さんも避難場所を決めていた方がいいと思います。 

 

今日はこの後米山アワーで熊谷さんが卓話ですが、米山奨学金で育った留学生が将来母国に帰り、日本の良い

所を伝えたり世界平和に貢献出来る様な人材に育つと良いですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・ 例 会 記 録 ・・・ 

           ９月第２週例会 ２０１７年 ９月１４日（木）  

ソ ン グ ： 我らの生業  ボックス ：３１，０００円       （報告者 休石 正基会員） 

本日出席率 ： ６０．３８％ 前回修正後８３．０２％（ﾒｰｷｬｯﾌﾟ６名）  (報告者 千田喜一郎会員） 

RI会長テーマ 

七福人 
会 長 水野 賢一 

副会長 高木 久子 

幹 事 鈴木 信男 

 

会長指針： 

一人はみんなの為に 

2017~2018 年度 

大船渡西ロータリークラブ会報 



 

 

◆◆◆   幹事報告  ◆◆◆ 

 

１ ガバナー事務所より  ロータリー米山記念奨学会研修会の案内が届いています。 

   日 時  １０月１日（土）13：00～15：00   場 所  江陽グランドホテル 

   登録料  １人２，０００円   締切り  ９月１９日 

 

 ２ Ｒ米山記念奨学会より マンスリーニュース「ハイライト米山」が届いています。 

：：今月のトピックス：：  

------------------ 

・学友・ロータリアンが大集合！ ― 感謝 in 熊本 ― 

・米山学友が GETSで感謝のスピーチ 

・寄付金速報 法人大口寄付があり 8月単月で 1億円超 

・理事会・評議員会報告 ― 米山梅吉記念館で初開催 ― 

・今年の米山月間資料は新作ＤＶＤ付！ 

 

  

 

◆◆◆   本日のプログラム  ◆◆◆ 

            米山記念奨学会小委員長卓話 ‥「10月の米山月間を前に」 

 

   今年度米山記念奨学会の小委員長を仰せつかりました熊谷です。今年は門田崇さんと共に

担当しますのでよろしくお願いします。 

 「米山記念奨学会」というのは米山梅吉の名前を冠していますが、米山家の資産を元に創ら 

れた奨学金ではなく、日本の全ロータリー地区が共同でつくり運営する､国内では民間最大規

模の国際奨学事業です。1952 年、日本で最初に設立されたクラブ、東京ロータリークラブが、日本のロータリ

ーの創始者と呼ばれる米山梅吉氏の功績を記念して始めた国際奨学事業が、 

国内の全ロータリー地区の合同事業に発展したものです。1967年には財団の 

許可を得て今年で財団設立 50年になります。 

 2015年度の数字では 1年間の寄附金収入は約 16億円弱で、720人の奨学生に 

奨学金を支給しています。創立以来の累計の奨学生は 2万人弱にも上り、世界 

120カ国の人たちに支給されています。国別で見ると、中国・韓国・台湾で全体の 4分の 3くらいになります。 

 この奨学金をつくった動機は、戦後日本が復興の道を歩み始めたときで、世界の国々との人的な交流を深め

る必要性を多くの人が感じていた時代でした。「留学生が平和を求める日本人と出会い、信頼関係を築く」こと

を目的に始めたのです。 

 この様な趣旨で運営されている奨学金の制度です。「ペイフォワード」という言葉がありますが、毎日の生活

の中でとても嬉しいことがあったとき、人にお世話になったときなど、米山奨学会に寄付するというのもいい

のではないかと思います。その感謝の思いが、世界中を回り回って、自分もまた幸せな気持ちになるのではな

いでしょうか。皆さんのご協力よろしくお願いします。 

 


